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ドィッ文学におけ．る叙事文学の諸形態（続）
谷　崎　英　男「
1．　ま　え　カミ　き
　筆者は前稿rドイツ文学における叙事文学の諸形態』（r早稲田商学』247号
所載）において，まず叙事文学の特性を明らかにし，つぎにドイツ文学に挿げ
る叙事文学の諸形態としての（・）伝説（Sage）（b）聖課（Legende）（・）民衆童話
（Vo1ksm虹chen）（d）芸術童講（Kunstm乞rchen）（・）寓話（Fabe1）（f）逸話
（Anekdote）（9）笑話（Schwank）（h）通俗本（Volksbuch）を考察し，これら
の諸形態が近代の物語文学の前移構．（Vo巾rm）ないし初期段階（F前hstufe〉
ともいえることを示した。以下残された叙事文学の諸形態について言及したい
と思う。
2．叙事物語の諾形態（続）
　　　　　　　　　　　　　（i）・叙事詩（Epos）
　ここで叙事詩というのは，『イーリァス』，『オディヅセー』，『アエネイス』な
ど，ホメロスやヴェルギリウスの名前を通して人口に購策している韻文叙事詩
（Versepos）のことをもっぱら意味している。ほとんどすべての民族には，民
族叙事詩であれ，芸術叙事詩であ牝韻文の叙事詩の大きな形態が存在するこ
とが認められている。、これらの民族叙事詩および芸術叙事詩は可能な限り包括
的な世界像を描き出そうと努頃，．いわば典型的な形で人問の根李問題や天地創
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造や神々・英雄・卓越した人物について，永続的な詩的形態を叙述しようとす
るのである。これらのうち民族叙事詩の萌芽はおそらく，世界の本質や宇宙の
生成や神々の系譜を描写し，民族の教訓や神々の信仰や英雄崇拝を詩的に表現
している民族歌謡にはじまり，これらの神々や英雄についての歌謡がその後，一
つの系列にまとめられ，大きな民族叙事詩が作られたものであろう。ホメロス
の叙事詩や『二一ベルンゲンの歌』などはそのもっともよく知られた例である。
（ちなみに旧約聖書のr創世記』や日本のr古事記』は韻文では書かれていない。
前著においてはヘブライ民族の強い宗教的傾向が，後老においては当時の日本
の特殊な事情からおこる政治的関心が，詩にすることを妨げたものと考えられ
る。しかし『創世記』も『古事記』も天地創造や，民族の由来あるいは支配者
の系譜を含み，これらのも・のは他の多くの民族叙事詩と共通面をもっている。）
　これに反して芸術叙事詩は根本的には同じ目標を追求するのであろうが，も
はや古い叙事詩的な歌謡財宝の綜合といった意味での作者不明の現象ではな
く，意識的な意欲をもって求められたものであり，ある偉大な詩人によって計
画的に形成されたものである。ダソテの『神曲』やミルトソの『失楽園』はそ
のもっとも著名な例である。
　ところで俸大な叙事詩は，それが彼岸的・宗教的なものであれ，騎士および
英雄叙事詩のように1此岸的・現世的なものであれ，大ていは一定の信仰力に
よってになわれているのが特徴である。そしてどの文学作品とも同じように，
その世界観的内容は叙事詩にとって重要な意味をもっているが，伝説や童話や
短篇小説のように・ある世界像の諸断面ぼかりを提起するのではなく，世界像
をその全充実と全体性においてみずから作りあげるのである。
　しかもその世界は昂揚した特殊な世界であって，日常生活の平凡な世界でぱ
ない。なぜなら犬叙事詩において行動する人間は，神々・英雄・王侯・騎士だ
からである。従って「主人公」は「性格」としては「個人」（IndiYiduum）で
あるよりはむしろ「典型」（Typ）である。主人公は人閻的なものそのものに
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対して，代表的・象徴的な価値をもっているのである。たとえばオディッセウ
スやアキレスがわれわれにとって，どんなに個性的に見えようとも，かれらはあ
る種の主人公のタイプとして，一般的な存在である。すなわちオディッセウス
は，庫大な冒険家あるいは長い漂泊ののちの帰郷者として，韻文叙事詩や散文
小説において類似した形でいたる所で現われる一般的存在であり，またアキレ
スは輝かしい若き英雄として一般的な存在なのである。そしてこれらの叙事詩
の主人公たちは自分自身のためにのみ存在するのではなく，かれらが関係をも
つ人間杜会の別の人物との係り合いにおいても存在するのである。従ってこれ
らの主人公以外の人物が短篇小説のような短い物語におげる脇役的な人物より
も，重要な役割を演ずることが多い。このような人物の多様性はまた筋の多様性
をもたらし，このような筋の多様性が韻文叙事詩あるいは長篇小説の特徴を形
作っている。そのために人物や事件が錯綜L，副次的な事件が主題から離れて
独自の道を歩んで一人だちしてしまうこともある。ヴォルフラム・フォソ・エ
ヅンェソバッハ（WolframvonEschenbach）の『バルチウァール』（Parz1∀a1）
のなかのガーヴァーンのユピソードや，もともとは『ヴィルヘルム・マイスタ
ーの遍歴時代』のなかにはめこむ短篇小説として計画されたゲーテのr親和力』
（Wahlverwandtsch㎡ten）などがそのよい例である。
　さて以下ドイツ文学史における叙事詩の歴史をたどることにするが，中世に
おいては韻文叙事詩が近代杜会における長篇小説の役割を演じていたことは，
しばしば指摘されている通りであろう。しかしながら中世の韻文叙事詩は単に
娯楽的性格をもっているばかりでなく，それを越えて象徴的な価値をもってい
た点が異なっている。というのは，それが現世的・歴史的なものであれ，キリ
スト教的・宗教的なものであれ，言語表現と芸術形式の象徴性が中世の宮廷叙
事詩を強く特螢づげているからである。ラテソ語で書かれた『ヴァルターリゥ
ス』（Wa1tharius）（10世紀にザンクト・ガレソの僧初代エッケハルトによつて
書かれたとされているが，諸説がある），『捕虜の逃亡』（Ecbasis　captivi）（や
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はり10世紀にトゥニルの一僧侶によって書かれたとされている動物叙事詩），
『ルオトリープ』（Ruodlieb）（11世紀にバイェルンのテーゲルソゼーの一僧侶
によって書かれたとされている）と並んで，ドイツ語で書かれた最初の韻文叙
事詩とされているものは，作者不明の『救世主』（Hei1and）とオトフリート
（Otfried）の，『綜合福音書』（Evange11enhamome）別名『クリスト』（Krist）
であるが，この両者の精神と形態は根本的に相違している。前者はその内容に
おいても，形式においても，まだ強いゲルマン的特徴を保持しており，頭韻
（Stabreim　oi　Al11terat1on）が使用されている。これに反して後者は内容的に
は学者的・キリスト教的作品で，当時はまだ珍らしかったが，それ以来慣用的
になった脚韻（Endreim）をドイツ文学へ導入した。
　ついで12世紀一1130年頃一にはラソプレッヒト（Lamprecht）という僧
侶の書いたrアレクサ：■ダーの歌』（A1exanderlied）とコソラート（Konrad）と
いう憎侶の書いた『ローラソトの歌』（Ro1ands1ied）があるが，この両者は宗
教的なものと世俗的なもののまざりあった前期宮廷叙事詩の初期の形態で，吟
遊詩人の作品に近づいている。同じ12世紀に僧侶のなかからではなく，むしろ
吟遊詩人のなかから生れてきたのが，『目一ター王』（Kδnig　Rother）とrエ
ルンスト公』（Herzog　Emst）である。どちらも十字軍遠征の体験にもとづい
た東洋的で，冒険に充ちている叙事詩で，前老はゲルマソの英雄伝説をドイツ
語で取り扱っている点で，後者は当時の宮廷の人物を主人公にしている点で注
目すべき作品である。
　初期宮廷叙事詩の主要代表詩人はハイソリッヒ・フォン・フェルデヶ（Hein－
rich▽on　Ve1deke）で，その『ユネイーデ』（Eneide）は12世紀の末頃に完
成した。この叙事詩はヴェルギリウスの原作ではなく，7ランスの詩人の作品
を翻案したもので，古代の題材の解釈によっても，また芸術的形態の取扱いに
よっても，きわめて重要な作品で，宮廷叙事詩の三人の巨匠ヴォル7ラム・フ
ーオ1：■三’エッシェソバッぐ，ゴットフリ÷ト・フォン・シュトラースブルク
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（Gottfried　von　Str珊burg），ハルトマソ・フォソ・アウェ（Halrtmam　von
Aue）にょって代表される黄金時代の騎士叙事詩の先駆になっている。ハルト
マン・フォソ・アウエのもっとも重要な叙事詩はアルトゥス王伝説を取り扱っ
た初期の作品r工一レク』（Erec）と最後の作品『イーヴァイン』（Iwein）で，
他の作品『グレゴーリゥス』（Gregorius）と『哀れなハインリッヒ』（Der　arme
Heinrich）はむしろ聖言撃ないし短篇小説的傾向を帯びている。とにかくハルト
マソの主要な功績は新しい題材を駆使し，新しい形態を発展させたことにある。
　ハルトマソの古典的厳正さに比べると，ヴォルフラムの『パルチヴァール』
（Parziva1）はその構想や形態や言語形成において，バロック的であるが，初期
の韻文叙事詩のどちらかといえば外面的な英雄的行為は，内面化され，精神的
に深化された。その意味においてこそ，この叙事詩がドイツ教養小説の先駆と
して高く評価されるのであろう。
　宮廷・騎士叙事詩の三夫巨匠のなかでは，ゴットフリート・フォン・シュト
ラースブルクはもっとも美的な芸術家であり，テーマや人物を理想化し，現実
の姿とは遠く隔たった象徴的存在を作り出している。しかしながらすべての美
化や理想化にもかかわらず，彼の叙事詩『トリスタソとイゾルデ』（Tristan
md　Isolde）は人問的な深味と心理の洞察に満ちており，ハルトマンやヴォル
フラムと同じように，さまざまな問題をかかえた人間そのものが叙事詩の主人
公になっており，もはや超人的な勇士が登場するようなことはなくたっている。
その意味において，これらの宮廷・騎士叙事詩は同じ頃作られたとされている
『二一ベルンゲンの歌』や『グードルーン』など民衆叙事詩が，純粋にゲルマン
的生活感情を保持しているとは全く異なっており，すでに近代芸術に近いとい
っても差支えないであろう。
　以上三大巨匠に代表される宮廷叙事詩の最盛期に比べると，中世末期の叙事
詩はその内容や深さにおいてぼかりでなく，独創性や詩的技巧においても劣っ
ている6偉犬な手本を模倣しようという努力がなされはしたが，創造的な活動
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力は衰えていた。従ってハルトマンやヴォルフラムの芸術の模倣を企てるユピ
ゴーネソたちがいたるところに現われるようになった。しかしながらこのよう
に創造力が著しく麻痒したのは，前記の三大巨匠がとうていその域に到達しえ
ないほど偉大であったということによるばかりではなく，また別の要因や時代
環境によっても影響されていたのである。すなわち新しい杜会層が芸術的創作
の担い手として登場し，騎士や宮廷人がみずからのために創作するのではなく，
聖職者や吟遊詩人が騎士的・宮廷的題材を用いて，自分の体験では知らない世
界を描こうとしたのである。さらに中世文学の黄金時代をすぎると，題材の不
足が目立ち，それが当然のこととして単なる娯楽のための冒険物語の成立をう
ながし，同時にもともと象徴的意味をもった古典的韻文叙事詩を新興の通俗本
や長篤小説の形式へと近づけたのである。
　このようにして市民的で感傷的な題材が物語芸術のなかに入り込み，騎士的
な道徳秩序は市民的な遣徳教訓に取って代られるようになった。数多くいる叙
事詩の継承者のなかで特に注目されるのは，ルードルフ・フォソ・エムス
（Rudolf　Y0n　Ems）とコンラート・フォソ・ヴユルツブルク（Konrad　von
W㍍zburg）である。前者の作風は道徳的・宗教的・知識的であり，代表作に
はイソド王子のキリスト教改宗物語に取材した『バルラームとヨーザファト』
（Bar1aam　md　Josaphat），信仰心篤く善良な商人の物語『善良なゲールハル
ト』（Der　gute　Gerhard）などがある。後者は都市の読者のために依頼をうけ
て作品を書いた市民階級出身の職業的詩人で，4万行からなる『トロヤ戦役』
（Der　trojanische　Krieg）の作者として知られているが，両老ともかれらなり
に一流の芸術家であった。
　中世も末期になると，韻文叙事詩は教訓詩やミンネザソグをへて，冒険物語や
寓意的な韻文詩への道をたどった。たとえば15世紀にハイソリッヒ・ヴィッテ
ソヴァィラー（HeinrichWittenweiler）によって書かれた叙事詩『指輸』（Der
Ri㎎）のなかでは，騎士制度が潮笑の対象になり，農民階級はバロディー化さ
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れてあつかわれており，宮廷的・象徴的騎士文学が諏刺的な笑話に堕してしま
っており，叙事詩の最盛期はすぎ去ったといってよい。14世紀および15世紀に
たると，韻文叙事詩は決定的に通俗本や笑話にとってかわられ，ドイツ文学史
上ではもはや二度と本当の繁栄期をむかえることはなかった。なぜなら宗教改
革時代や，17・18世紀にも韻文叙事詩が書かれたとはいっても，それはもはや
本来の意味における韻文叙事詩の本質に沿うたものでは決してなかったからで
ある。たとえば15世紀の末に書かれたゼバスティアーソ・ブラント（Sebastian
Brant）（1457－1521）のr愚人の船』（Narrenschi伍）などはたしかに韻文の
大作ではあるが，ハルトマソや，ヴォルフラムや，ゴヅトフリートが作り出し
たような世界創造の叙事詩ではなかった。16世紀になれば笑話や通俗本の散文
物語が優位を占め，17世紀にはバロック小説がもっとも重要な物語形態として
発達し，韻文叙事詩の代用をつとめるようになった。昔の本来の意味における
真の叙事詩をよみがえらせようとする試みがなされたのはようやく，クロップ
シュトヅク　（Friedrich　Gott1ieb　K1opstock）（1724－1803）の『救世主』
（Messias）（1773年）に至ってであった。ちなみにドイツ以外の国では韻文叙
事詩の生命はもう少し長く続き，たとえばイタリアでは16世紀にアリオストに
よって『狂えるオルラソド』（0rlando　furioso）が，またタッソー手こよって『イ
ェルサレムの解放』（La　Gemsalemma1iberata）が書かれており，1667年に
書かれたイギリスの詩人ミルトンの『失楽園』（Paradise1ost）がクロヅプシ
ュトックの『救世主』に直接の影響を与えたことはいうまでもない。クロップ
シュトヅクはこの叙事詩のなかで，キリストの受難と昇天を描いたが，行動の
欠如と誇張された主観主義のために，ホーマーの叙事詩やダソテのr神曲』の
ような意味における作品とはなりえなかった。『救世主』が当時の人々を魅了
Lたのはむしろ彼の熱烈な敬産主義的な心情，すなわち主観的側面であり，叙
事詩ではなく，むしろ叙清詩であるという人もあるほどである。
　近代文学にとってはクロップシュトヅクの『救世主』でもって，韻文叙事詩
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は成功した芸術作品としてもはや不可能であるということがある程度証明され
たといろてよいであろう。事実ここ200年におけるすべての試みは，もはや中
世紀の叙事詩の域にも達していない。
　なぜならフォス（Joham　Heinrich　Voss）（1751－1826）やゲーテの完全に
市民階級的な試みはむしろ新しい小叙事詩に属するといってよいからである。
フォスは1795年に『ルイーゼ』（Luise）でもって「三つの牧歌による田園詩」
を作ったが，この言葉でもっても吉代の大叙事詩への精神的懸隔は明らかであ
る。さらにゲーテは『ヘルマソとドロテァ』（He㎜ann　md　Dorothea）のな
かで，世界そのものではなく，一断面を描くことによって，叙事詩的構想を市
民化している。同じように『ライネケ・フックス』（Reineke　Fuchs）や断片
rアヒラィス』（Ach111e1s）も大叙事詩とは比較することはできない。なぜなら
古代の叙事詩がすべての人々の共同の仕事を関心の中心とする一定の時代の世
界観をあらわLているのに対して，18世紀におけるドイツの市民や農民の世界
は個々別々の生存から成立しており，その生活も行為もきわめてせまい領域に
とざされていて，真の韻文叙事詩を作り出すのに適していなかったからである。
　ゲーテ時代の成功した韻文叙事詩としてはむしろヴィーラソトの『オーベロ
ン』（Oberon）があげられる。これはカール大帝の騎士の冒険と愛の物語で，
ゲーテによって絶讃されている。
　19世紀になると，ヨルダソ（Wi1he1m　Jordan）（1819」1904）の『デミゥ
ルゴス』（Demiurgos），『二一ベルソゲソ』（Die　Nibe1ungen），　ヴェーバー
（F出drich　Wi1he1m　Weber）（1813－1894）の『ドライツェーンリソデ1■』
（DreizehI11inden），シェツフェル（Joseph　Viktorvon　Sche砥el）（1826－1886）
の『ゼッキソゲンのラッパ手』（Die　Trompeter　von　S乞ckingen），ハーマーリ
！グ（Robe廿Hamerling）（183σ一1889）の『ローマのさまよえるユダヤ人』
（Ahasvems　in　Rom）などが書かれているが，19世紀が真の韻文叙事詩の成
立にとって好都合であったとはいいがたい。
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　20世紀になってから特に韻文叙事詩の創作に努力したのは，スイスの詩人カ
ルル・シュピッテラー（CarlSpitteler）（工845一一1934）とゲールハルト・ノ、ウ
プトマン（Gerhart　Hauptmann）（1862－1946）である。前者の『オリ！ピ
ァの春』（01ympischeζFrOhling）は綜合的な字宙創造と神々の系譜の企てを
試みているが，作老のきまじめさにもかかわらず，背後に信ぜらるべき神話が
存在しないために，すべての事件や神々は生命ヵを失った単なるアレゴリーに
すぎなくなってい乱同様ξハウプトマソの六歩格の大作rティル・オイレソ
シュピ＿ゲル』（Ti11Eu1enspiegel）も古い韻文叙事詩の復活という意味では
成功作とはみなしえない。
　　　　　　　　　　　　（j）．長篇小説てRoman）
　ゲーテ時代以来物語の短い形式として，まずNove1leが，っいでKurzge－
schichteが勢力をえるようになったが，ほほ同じ時代このかた物語の長い形式
としてもてはやされるようになったのはRomanである。韻文という衣裳ほ別
としても，長篇小説と韻文叙事詩には，いくたの類似点や共通点が存在する。
しかしながら長篇小説は韻文叙事詩に対する近代の代用晶にすぎないと，考え
ることは許されないであろう。なぜなら韻文叙事詩と長篇小説とのあいだには
本質的な相違が存在するからである。すたわち長篇小説は韻文叙事詩の特質と
なっている高貴な世界統一や，深い信仰力を必要としないし，また顕著な時代
背景や卓越した行動的英雄をも要しない。ドイツにおげる散文小説の発展の歴
史は，韻文叙事詩のもつ象徴的な基本構造は長篇小謝こはなくてもよいもので
あったし，普遍妥当性の意味をもたない長篇小説は，まったく個人的で主観的
でありえたことを示している。つまり韻文叙事詩が超個人的な基本姿勢を詩的
に形成し，事件をできうる隈り客観的に描写しようと試みるのに対し，長篇小
説には，特に近代においては，個人的な見解を勇気をもって主張し，主観的な体
験を表明し，きわめて個人的に表現する可能性があるのである。この点におい
ては，長篇小説はむしろNove1IeやKurzgeschichteに近いといってよいで
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あろう。
　長篇小説の理論についてここで詳しく述べる余裕はないので，他目を期する
ことにするが，ここではこの論文に沿った点についてだけ述べておこう。
　まず長篇小説の成立や形態については，ドイツ文芸学上さまざまな理論が行
われている。たとえばベッチュやボルヒェルトは長篇小説の二つの基本タイプ
として，ストーリー小説（事件小説あるいは運命小説）（Handlmgs一，Ereignis－
oder　Sc加cks釦sroman）と教養小説あるいは発展小説（Entwick1mgsroman）
をあげている。ωまたカイザーは三つの基本様式を区別している。すなわち事件
小説（Gescheh㎝sroman），人物小説（F1g皿enroman），空聞小説（RaumroInaI1）
である。②これに対Lてフラソツ・シュタソツェルはこれらの理論家とはちが
って，小説の内容や形態を離れて，物語の可能なシチュエ4ショソを出発点と
して全視点小説（auktorialer　Roman），帽〕一人称小説（Ich－Roman），｛4】人称小
説（persona工erRoman）の三つを区別している。‘5｝
　ドイツの文学史上新興の市民的叙事芸術の領域で散文長篇小説の独立を最初
になしとげたのは，16世紀の半ば頃のアルザス人イヱルク・ヴィクラム（Jδrg
Wickram）であった。小説作家としてかれが最初に成功をおさめたのは，フ
ラソス本を手本にした『スコヅトランドからきた騎士ガルミ』（Ritter　Ga1my
ausSchott1and）であったが，その後自己創作の『ガブリオットとラインハルト』
（Gabriotto　md　Reinh航），『青年の鑑』（Der　Jmgen　Knaben　SpiegeI），
rよい隣人と悪い隣人について』（▽on　guten　und　b6sen　Nachbam），r金糸』
（Der　Goldfaden）などを刊行している。その後やっとバロヅク時代になって
近代散文長篇小説は栄えるようになり，第一にイヒ・ロマー：■（Ich－Roman），
第二に冒険あるいは悪漢小謝創（Abenteuer－oder　Schelmenroman）ともいう
べき新しい形態をドイツ文学へもたらした。後者の代表的なものがグリンメル
スハウゼンの『ジンプリツィシムス』（DerabenteuerlicheSimplicissimus）で
あり，この作品がヴィーラソトの『アガトソ』からゲーテの『ヴィルヘルム・
　34壬
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マイスター』をへてヘヅセの『カラス玉演戯』（Das　G1asper1enspie1）に至る
までのいわゆる教養，教育，発展小説（Bildmgs一，Erziehmgs・md　Entwick－
1mgsroman）の一系列をなしていることは，いうまでもない。
　叙事文学の大形態とLての長篇小説がその決定的で持続的な姿を見出したの
は17世紀になってで，その後は新しい内容や新様式のスタイルによって，その
資産をふやしていった。たとえぱ18世紀にはイギリスの市民的家庭小説の影響
をうけたり，ゲレルト（ChristianFOrchtegottGe11ert）（17I5－1769）の『G
伯爵夫人の生涯』（Das　Leben　der　schwedischen　Gr舶n　G）や，ゲーテの
『ヴェルテル』や，レンツ（Jakob　Michae1Reinhold　Le㎜）（1751＿1792）
の『森の隠老』（WaldbrOder）やティークの『ウィリアム・ロヴェル氏の話』
（Geschichte　des　Herm　Willia皿Love11）などのような書簡体小説が流行し
たり，心理小説，浪漫派の歴史小説，青年ドイソ派の傾向小説，第一次大戦後
の戦争小説など，枚挙にいとまがないが，これらはいずれも人間あるいは時代
のスタイルの問題であって，長篇小説という芸術形態全体の間題ではないであ
ろう。とにかく長篇小説は短篇小説と並んで20世紀における叙事文学の支配的
な芸術形態であることは，疑う余地のないことであろう。
　　　　　　　　　　　（k）中篇小説（Novel1e）
　さてここで長篇小説と並んで今世紀の支配的形態である短篇小説に進む訳で
あるが，ここでいささか注釈を加えなければならない。筆者は前々稿rドイツ
文学におけるrノヴェレ」試論』ωのなかで，フラソス語では，長篇小説ぱrロ
マソ」で，中篇小説は「ヌーヴェル」であり，短篇小説はrコソト」であるこ
とを明らかにし，ドイツ語ではロマーンに対して，ノヴェレがあり，Kurzge－
schichteも『ブロックハウス』に従ってノヴェレのなかに包含されるものとし
た。そこで前稿『ドイツ文学におげる叙事文学の諸形態』においても，ノヴェ
レを「短篇小説」とし，Kurzgeschichteをrショート・ストーリ」とした訳
である。しかし筆者は考えを改めて，ここでプラソグの前掲書に従って通例辞
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書でばr短篇小説」を訳されているノヴェレをr中篇小説」，Kurzgeschichte
をr短篇小説」と訳すべきことを提言したい。プラソグによると，戯曲や喜劇
や長篇小説などについての歴史的な叙述はずっと以前から存在したにもかかわ
らず，ノヴェレについての歴史的な叙述がなされたのは奇妙なことに1954年の
ヨハネス・クラィン（Johames　K工ein）の『ゲーテより現代までのドイツのノ
ヴェレの歴史』（Geschichte　der　deutschen　Nove11e　von　Goethe　bi§zur
Gegenwart）とヨーゼフ・クンツ（Joseph　Ku㎜）のr18世紀から現代までの
ドイツのノヴェレの歴史』（Geschichte　der　deutschen　Nove11e　vom18－Jh．
bis　a1ユfdieGegenwaエーt）が初めてであるということである。その後はフォソ・
ヴィーゼ，ヒソメル，ロッカーマンなどによって同様な試みがなされているが，
このことはノヴェレというジャソルが確立されたのが最近のことであり，まし
てやKurzgeschichteのジャンルとしての確立はその後のことと考えられるの
で，ノヴェレを中篇小説，Kurzgeschichteを短篇小説とするのが妥当である
と考えられるのである。
　しからぼノヴェレ，すなわち中篇小説の本質は何であろうか。この問に明白
に答えることはまったく不可能である。なぜなら各種の民族や時代がさまざま
な中篇小説を生み出したし，20世紀に書かれたおびただしい数の研究や定義づ
けの試みが示すように，ドイツの中篇小説史内部だげでも，中篇小説の本質に
ついての統一的な概念がないからである。中篇小説の問題はさまざまな間題を
含んでいるので，ここで全面的に取り上げることは不可能であり，またの機会
に取り上げたいと思うが，中篇小説は新しい物語形態である短篇小説によって
交替されたというのがプラングの見解である。
　　　　　　　　　　（1）短篇小説（Kurzgeschichte）
　短篇小説とは文字通りr短い話」（eine　kurze　Geschichte）ではあるが，短
い話がすべて短篇小説とはいえない。キルヒェソマン㈲によると，アメリカでは
叙事的表現の諸形態はもっぱらその長さによって分類され，2千語から3万語
　346
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まで作品は「ショート・ストーリ」（short　story）と呼ばれ，2千語以下のも
のはrショート・ショート・ストーリ」（shortshortstory），3万語から5万
語では「中篇小説」（nOVe1ette）’と呼ばれるという。この基準がどこに由来す
るのか不詳であるが，キルヒェンマソは経歴によると，アメリカで客員教授を
やり，比較文学を研究している人であるから，はっきりした典拠に基づいてい
るのであろう。しかしながら短篇小説の成立の基礎と原因はアメリカとヨーロ
ッパでは，かならずしも同じとはいえないであろう。アメリカではその能率主
義からくるあわただしい生活に基因するひまのなさや，乗物や待合室で利用す
るための雑誌類の発達などが短篇小説やショート・ショートが書かれるように
なった大きな原因であろう。（この点日本の状況もこれに類似しているであろ
う。）これに反してヨーロッバでは，ア：■ドレ・ジョレスが物語の「単一形態」
（einfache　Formen）と呼んだものが以前から存在し，そのなかでは逸話と笑
話にもっとも人気があったのである。⑲〕
　しからば短篇小説をほかの叙事文学形態と区別するものは何であろうか。こ
の問題はまた稿を改めて論じたいと思うが，ヴァルター・パープストωがいう
ように，複数の中篇小説（Novellen）はあるが，一つの中篇小説はない（keine
Nove11e）とするならば，同様に複数の短篇小説（Kurzgeschichten）はある
が，一つの短篇小説はない（keine　Kurzgeschichte）というべきで，内的形
式と自律な構造によって自己規定することは，きわめて困難であろう。ドイツ
の文芸学者のなかではヨハネス・クライソのように，中篇小説を戯曲と，逸話
を舞台の場面と，短篇小説を一幕物と比較しているω人もいる。またハインツ
・ピォンテクは長篇小説をフレスコ画または板画と，物語を水彩画と比較し，
これに対して短篇小説をr散文のグラフィック」と呼んでいる。胸本質的なも
のを浮き上らせることによって，あるいは消去の技術によって，尖鋭な輪郭が
作り出せるからである。
　ドイツ文学史上短篇小説の先駆者と見らるべきものはへ一ベルのr年鑑物語』
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（Ka1endergeschichten）で，ヘッベルの『牝牛』（D1e　Kuh）その他の短篇も
その系列に入るであろう。若きリルケあるいは初期のトーマス・マ：■の作品の
なかにも，短篇小説が見出される。ヴィルヘルム・シェーファー（Wi1he1m
Sch証er）（1868一一1952）とパウル・エルソスト（Pau1Emst）（186←一1933）
はこの叙事形態の地位を高め，第二次大戦後はヴォルフガング・ボルヒェルト
（Wo雌ga㎎Borche耐）（1921－1947），ハィソリヅヒ．ベル（Heinrich　Bδ11）
（1917一　　），ゲルト・ガイザー（Gerd　Gaiser）（1908一　　）等が代表者
となった。このようた発展の拡大と強化には，エドガー・アラン・ポrマー
ク・トゥエイソ，ヘミングウェイ，フォークナー，モーパッサソ，チェホフ等
の外国の作家たちが貢献したことはいうまでもたい。とにかくヴァリニィショ
ソの豊富な長篇小説と並んで，短篇小説という形態は現代の時代精神にもっと
晃了ツチした叙事文学の形態であることは，おそらく否定できない事実であろ
う。
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